
中 谷 　 清

　

意
見
書
手
交
の
後
に
行
わ
れ

た
意
見
交
換
の
中
で
松
井
知
事

は
、
大
阪
産
（
も
ん
）
農
産
物

の
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ
い
て
言

及
。「
水
ナ
ス
に
続
き
、
全
国

で
名
の
通
る
ブ
ラ
ン
ド
に
育
て

上
げ
ら
れ
る
よ
う
な
大
阪
産
農

産
物
を
発
掘
し
た
い
」
と
発
言

し
た
。

　

こ
れ
に
つ
い
て
「
産
地
化
に

は
、
生
産
面
積
の
拡
大
と
、
生

産
量
の
確
保
が
必
要
」
と
話
し

た
中
谷
会
長
に
対
し
、
知
事
は

「
そ
の
た
め
に
は
、
府
内
農
業

者
の
間
で
、
ど
の
農
産
物
の
ブ

ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
す
か
話
し

合
っ
て
決
め
て
欲
し
い
。
そ
の
品
目

が
決
ま
れ
ば
、
全
面
的
に
応
援
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　

中
谷
会
長
は
、「
大
阪
府
農
業
経

営
者
会
議
等
の
会
員
の
協
力
の
も

と
、
取
り
組
ん
で
い
き
た
い
」
と
応

じ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
今
年
度
か
ら
大
阪
府

と
Ｊ
Ａ
大
阪
中
央
会
が
連
携
し
て
進

め
て
い
る
農
の
成
長
産
業
化
推
進
事

業
に
つ
い
て
、
中
谷
会
長
が
「
ア
グ

リ
ア
カ
デ
ミ
ア
の
受
講
者
に
は
経
営

規
模
の
大
き
い
農
業
者
が
多
く
い

る
。
色
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を
習
得
し
て

日
々
の
経
営
に
活
か
し
て
も
ら
え
る

の
で
は
な
い
か
」
と
発
言
。
一
方

で
、
府
内
で
は
中
小
規
模
の
農
家
が

多
く
を
占
め
、
直
売
所
へ
の
出
荷
な

ど
を
通
じ
て
府
民
に
農
産
物
を
提
供

す
る
役
割
を
担
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
そ
の
よ
う
な
農
家
に
対
す
る
支

援
が
必
要
だ
と
話
し
た
。   

（
沼
田
）

　

大
阪
府
農
業
会
議
中
谷
会
長
、
土
井
副
会
長
、
石　

副
会
長
は
２
月

８
日
、
大
阪
府
庁
を
訪
れ
、
農
業
委
員
会
法
第
53
条
に
基
づ
く
「
平
成

29
年
度
大
阪
府
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
」（
４
面
に
意
見
書
の
要

旨
）を
手
交
し
、
意
見
交
換
し
た
。
大
阪
府
か
ら
は
松
井
知
事
を
は
じ

め
、石
川
環
境
農
林
水
産
部
長
、
南
部
農
政
室
長
、
坂
本
推
進
課
長
、
森

井
整
備
課
長
が
出
席
し
た
。

「
第
二
の
水
ナ
ス
」
発
掘
を

中
小
規
模
農
家
も
地
産
地
消
に
貢
献

　
　
　
　
　
　
　
　

 

府
農
業
施
策
に
関
す
る
意
見
書
手
交

◎
府
再
生
協
総
会 

２
面

◎
お
お
さ
か
Ｎ
ｏ―

１

　

グ
ラ
ン
プ
リ 

４
〜
５
面

◎
29
年
産
米
生
産
数
量

　

目
標 

６
面

『
Ａ
Ｆ
Ｃ
フ
ォ
ー

ラ
ム
』（
日
本
政

策
金
融
公
庫
、
２

０
１
７
・
２
）
の

特
集
は
「
時
空
を

つ
な
ぐ
林
業
の
未

来
」
◆
巻
頭
で
、

国
立
研
究
開
発
法

人
森
林
総
合
研
究
所
の
沢
田
理

事
長
は
、
「
林
業
就
労
者
確
保

に
は
、
林
業
関
係
者
の
社
会
的

ス
テ
ー
タ
ス
の
向
上
が
不
可
欠

（
中
略
）
十
分
な
収
入
が
得
ら

れ
、
林
業
従
事
者
の
生
活
す
る

地
域
が
活
性
化
す
る
こ
と
」
と

記
し
て
い
る
。
特
集
記
事
で
同

研
究
所
の
藤
森
元
森
林
環
境
部

長
は
、
「
そ
の
地
域
の
、
そ
の

国
の
自
然
を
う
ま
く
活
か
し
て

い
く
知
恵
こ
そ
、
持
続
可
能
な

社
会
の
構
築
の
基
盤
に
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
述
べ
て
い

る
。
農
林
水
産
業
全
て
に
通
じ

る
含
蓄
の
あ
る
主
張
だ
◆
林
業

で
あ
れ
、
農
業
で
あ
れ
、
漁
業

で
あ
れ
、
こ
れ
ら
は
食
、
命
の

連
鎖
や
水
や
空
気
の
循
環
、
文

化
の
継
承
に
至
る
ま
で
大
事
な

役
割
を
担
っ
て
い
る
。
情
緒
的

か
も
し
れ
な
い
が
、
簡
単
、
便

利
、
安
上
が
り
を
追
求
し
て
き

た
社
会
が
行
き
詰
ま
る
前
に
、

一
度
立
ち
止
ま
っ
て
農
林
水
産

業
の
今
後
を
真
剣
に
考
え
る
べ

き
で
は
な
い
か
。　

  

（
鈴
木
）

第 7 7 5 号（1）2017年（平成29年）3月1日

　　大阪の春の訪れ
“出始め”八尾若ゴボウ収穫体験

　２月７日、「農」に親しむライフスタイル推進府民
会議の第２回産地体験ツアーが開かれた。当日は、八
尾市内の「ゆうき農園」で、園主の結城拓也氏による
実演を交えた指導のもと、参加者が若ゴボウの収穫を
体験した。



第 7 7 5 号 （2）2017年（平成29年）3月1日

　

大
阪
府
農
業
再
生
協
議
会
（
会

長
・
石
川
晴
久
大
阪
府
環
境
農
林
水

産
部
長
）
は
２
月
９
日
、
大
阪
市
内

で
総
会
を
開
い
た
。

　

開
会
に
際
し
て
石
川
部
長

は
、
「
新
た
な
お
お
さ
か
農

政
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ

い
て
は
、
都
市
農
業
振
興
基
本
法
に

基
づ
く
大
阪
版
の
地
方
計
画
を
兼
ね

る
も
の
と
す
る
。
昨
年
11
月
よ
り
、

大
阪
府
農
業
振
興
地
域
整
備
審
議
会

大
阪
農
業
・
農
空
間
の
あ
り
方
検
討

部
会
に
お
い
て
、
農
業
者
や
学
識
経

験
者
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き
な
が

ら
プ
ラ
ン
の
検
討
を
進
め
て
き
た

が
、
本
会
で
も
委
員
の
皆
様
そ
れ
ぞ

れ
の
観
点
か
ら
意
見
を
伺
い
た
い
」

と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

そ
の
後
、
府
農
政
室
整
備
課
の
丹

後
参
事
が
、
新
た
な
お
お
さ
か
農
政

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
（
３
面
に
関
連

図
）
に
つ
い
て
説
明
。
府
民
生
活
に

お
い
て
農
業
・
農
空
間
が
将
来
に
わ

た
っ
て
果
た
す
役
割
に
着
目
し
「
し

ご
と
（
農
業
で
か
っ
こ
よ
く
は
た
ら

こ
う
！
）」、
」
「
く
ら
し
（
大
阪
産

（
も
ん
）を
お
い
し
く
た
べ
よ
う
）」、

「
地
域
（
農
空
間
を
み
ん
な
で
愉
し

く
活
か
そ
う
！
）」
の
３
つ
を
テ
ー
マ

と
し
た
内
容
を
説
明
し
た
。

（
３
面
に
続
く
）

　

農
政
の
混
迷
の
理
由

　

最
近
の
日
本
の
農
政
は
、
協
同

組
合
廃
止
、
農
地
法
廃
止
な
ど
不

可
解
な
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

農
業
分
野
以
外
で
は
、「
ト
ラ
ン

プ
現
象（
注
）」
等
で
最
近
よ
く
見

ら
れ
る
格
差
是
正
の
議
論
と
逆
行

す
る
考
え
方
だ
。
今
日
に
至
る
農

政
の
混
迷
の
源
流
は
、
平
成
６
年

以
降
の
ウ
ル
グ
ア
イ
ラ
ウ
ン
ド
対

策
に
つ
い
て
実
効
性
が
損
な
わ
れ

て
い
た
と
こ
ろ
に
あ
る
。

　

同
対
策
は
、
３
つ
の
柱
か
ら
成

る
。
一
つ
目
は
「
土
地
改
良
」

で
、
基
幹
的
な
地
域
の
基
盤
整
備
を

６
年
間
で
完
了
し
、
そ
れ
に
よ
り
生

み
出
し
た
予
算
で
所
得
政
策
に
転
換

す
る
と
い
う
も
の
。
二
つ
目
は
、

「
農
地
流
動
化
対
策
」
で
、
担
い
手

に
農
地
を
集
積
し
、
将
来
継
続
的
に

農
業
を
続
け
て
い
け
る
プ
ロ
農
家
の

育
成
を
め
ざ
し
て
い
た
。
三
つ
目

は
、「
中
山
間
地
域
対
策
」
で
、
規

模
拡
大
が
困
難
で
あ
る
中
山
間
地
域

へ
の
定
住
化
対
策
と
し
て
支
援
を
行

う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
こ
れ
ら
の
対
策
は
十
分

に
果
た
さ
れ
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
、

当
時
の
農
政
関
係
者
が
、
農
業
委
員

が
現
場
で
果
た
し
て
い
た
地
道
な
役

割
を
軽
ん
じ
て
い
た
こ
と
も
一
因
で

あ
る
と
考
え
て
い
る
。
現
に
農
地
法

の
改
正
、
将
来
は
農
地
法
の
廃
止
と

い
う
こ
と
を
見
据
え
た「
誤
っ
た
農
地

制
度
改
革
」
が
進
め
ら
れ
、
私
は
こ

れ
に
大
変
危
機
感
を
持
っ
て
い
る
。

　

農
地
を
動
か
す
に
は

　
　
　
　
　

地
域
の
合
意
形
成

　

農
地
法
の
根
幹
は
「
耕
作
者
主
義
」

に
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
農
地
法

は
、
所
有
者
が
法
律
や
命
令
の
範
囲

内
で
自
由
に
処
分
が
で
き
る
と
い
う

民
法
第
２
０
６
条
に
定
め
る
所
有
権

の
考
え
方
と
調
和
す
る
制
度
と
し
て

誕
生
し
た
。
農
地
を
農
地
と
し
て
利

用
し
て
も
ら
う
こ
と
を
担
保
す

る
た
め
、
主
体
と
し
て
の
所
有

者
を
「
耕
作
者
」
に
限
定
し
て

い
る
。
こ
れ
を
農
業
地
域
の
ゾ

ー
ニ
ン
グ
と
い
う
方
法
で
実
現

す
る
に
は
、
相
当
な
規
模
の
所

得
補
償
政
策
や
公
的
機
関
に
よ

る
農
地
の
買
い
上
げ
が
必
要
と

な
る
。
だ
か
ら
日
本
に
お
い
て
は
、

「
耕
作
者
主
義
」
の
考
え
方
に
基
づ

く
農
地
制
度
が
妥
当
と
考
え
る
べ
き
だ
。

　

ま
た
、
民
法
の
所
有
権
の
考
え
方

に
照
ら
し
、
農
産
物
の
生
産
と
い
う

目
的
を
果
た
す
た
め
に
は
一
定
の
規

制
が
必
要
と
な
る
。
こ
れ
に
つ
い
て

「
農
地
転
用
の
規
制
」
を
農
委
が
担

っ
て
お
り
、
こ
れ
が
都
市
の
健
全
な

発
展
と
い
う
観
点
で
も
多
大
な
役
割

を
果
た
し
て
い
る
。
一
方
で
、「
農

地
の
権
利
移
動
」
に
つ
い
て
も
、
現

場
で
の
精
力
的
な
話
し
合
い
を
進

め
、
合
意
形
成
を
図
る
こ
と
が
不
可

欠
で
あ
り
、
農
委
が
こ
れ
を
担
っ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
は
、
農
業
委
員
会
の
方
々

に
は
必
ず
理
解
し
て
ほ
し
い
基
本

的
な
理
念
で
あ
る
。

 

農
委
は
現
場
の
声
を
く
み
上
げ
て

　

以
上
に
挙
げ
た
よ
う
に
、い
ま
農

政
に
求
め
ら
れ
る
の
は
、
農
地
制

度
改
革
で
は
な
い
。
技
術
開
発
の

強
化
、
農
産
物
の
国
際
基
準
の
整

備
、
土
づ
く
り
と
い
っ
た
良
質
な

農
産
物
の
生
産
体
制
を
築
く
こ
と

が
差
し
迫
っ
た
課
題
で
は
な
い
か
。

　

農
委
は
、
農
業
者
の
意
見
を
く

み
上
げ
、
農
業
会
議
を
通
じ
て

様
々
な
提
言
を
し
て
ほ
し
い
。
そ

れ
を
受
け
て
行
政
は
、
現
場
に
対

応
し
た
政
策
を
講
じ
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
現
場
の
生
の
声
が
な
け

れ
ば
農
政
は
成
し
え
な
い
と
い
う

の
が
、
農
政
の
世
界
に
長
く
身
を

置
い
た
中
で
私
が
実
感
し
た
こ
と

で
あ
る
。　
　
　
　
　

   

（
沼
田
）

（
注
）近
年
の
経
済
危
機
や
所
得
格
差
の

拡
大
の
原
因
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
あ
る

と
し
て
、
そ
の
反
動
で
国
家
が
右
傾
化

を
示
す
現
象

　

２
月
15
日
、
南
河
内
地
区
農
委
連
合
会
（
会
長
・
堂
山
幸
作
羽
曳

野
市
農
委
会
長
）
と
農
業
会
議
は
、
羽
曳
野
市
内
で
「
平
成
28
年
度

南
河
内
地
区
農
業
委
員
講
習
会
」
を
開
い
た
。
地
区
内
の
農
業
委
員

約
２
０
０
人
が
出
席
し
、
す
か
い
ら
ー
く
フ
ー
ド
サ
イ
エ
ン
ス
研
究

所
の
入
澤
肇
（
は
じ
む
）
理
事
長
が
講
演
し
た
。

 

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
に
つ
い
て
検
討

　
　
　
　
　
　

府
農
業
再
生
協
総
会

 
農
委
の
役
割
・
農
地
法
制
の
考
え
方

   
入
澤
氏
が
講
演

南
河
内
農
業
委
員
講
習
会・講
演
要
旨  
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１
．
大
阪
府
に
お
け
る
都
市
農
業

振
興
基
本
計
画
の
策
定
推
進

２
．
農
空
間
保
全
委
員
会
の
充
実

（
１
）
農
空
間
保
全
委
員
会
の
機

能
の
発
揮

（
２
）
本
農
業
委
員
会
系
統
組
織

へ
の
支
援
・
協
力
の
充
実

３
．
農
業
の
成
長
産
業
化
に
向
け

た
取
り
組
み
の
一
層
の
強
化

４
．
地
産
地
消
を
支
え
る
担
い
手

支
援

５
．
有
害
鳥
獣
被
害
の
実
態
調
査

と
効
果
的
駆
除
へ
の
財
政
支

援

６
．
企
業
等
と
の
公
民
連
携
促
進

に
よ
る
大
阪
農
業
支
援

７
．
国
に
要
望
す
べ
き
事
項

（
１
）
農
業
振
興
施
策
の
充
実
に

よ
る
農
業
経
営
の
担
い
手
育

成

（
２
）
農
地
中
間
管
理
事
業
の
対

象
地
域
拡
大
と
基
盤
整
備
の

促
進

（
３
）
農
業
用
施
設
の
耐
震
化
等

の
防
災
・
減
災
対
策
と
保
全

対
策

（
４
）
都
市
農
業
の
継
続
的
発
展

に
向
け
た
新
た
な
制
度
の
構

築

（
２
面
か
ら
続
く
）

　

そ
の
後
の
意
見
交
換
で
は
、
中
谷

会
長
が
、
都
市
農
地
の
保
全
に
つ
い

て
触
れ
、「
市
街
化
区
域
内
の
農
地

を
農
地
と
し
て
維
持
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
る
農
地
所
有
者
が
ど
れ

ほ
ど
い
る
の
か
把
握
す
る
必
要
が
あ

る
」
と
発
言
。
こ
れ
に
つ
い
て
委
員

か
ら
は
、「
都
市
農
地
の
所
有
に
か

か
る
負
担
と
し
て
、
相
続
税
は
国
税

で
あ
り
、
固
定
資
産
税
は
市
税
で
あ

る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
課
税
主
体
に
十
分

な
問
題
意
識
を
持
っ
て
も
ら
う
必
要

が
あ
る
」
、「
農
地
所
有
者
も
農
地
と

し
て
残
す
こ
と
を
強
く
意
識
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
っ
た
意
見
が

あ
が
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、（
一財
）大
阪
府
み
ど
り

公
社
の
幸
田
理
事
長
は
、「
農
業
経

営
を
法
人
化
す
る
こ
と
で
税
制
上
の

優
遇
措
置
が
あ
る
が
、
府
内
で
は
件

数
が
伸
び
悩
ん
で
い
る
。
府
、
関
係

機
関
の
連
携
の
も
と
推
進
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
、
大
阪
府
農
業
共
済
組

合
連
合
会
の
石
﨑
会
長
は
、「
府
内

の
市
街
化
調
整
区
域
の
農
地
は
毎
月

約
２
㌶
が
転
用
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ

を
何
と
か
抑
制
す
る
手
段
を
検
討
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
話
し

た
。　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
沼
田
）

（※

）以
下
は
、「
第
３
回
大
阪
府
農
業
振
興
地
域

整
備
審
議
会
大
阪
農
業
・
農
空
間
の
あ
り
方
検

討
部
会
」に
お
け
る
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
の
案

（
１
面
関
連
記
事
）

  

府
農
業
施
策
に
関
す
る

  

意
見
書
（
概
要
）

　

泉
南
市
農
業
委
員
会
（
中
野
吉
次

会
長
）
は
２
月
10
日
、
農
委
法
第
38

条
に
基
づ
き
「
泉
南
市
農
業
施
策
等

に
関
す
る
意
見
書
」
を
竹
中
勇
人
市

長
に
対
し
て
提
出

し
た
。

　

意
見
書
は
、
①

都
市
農
業
の
継
続

的
発
展
に
向
け
た
税
制
改
正
、
②
生

産
緑
地
制
度
、
③
農
業
振
興
施
策
の

充
実
、
④
農
地
中
間
管
理
事
業
の
対

象
地
域
拡
大
等
、
⑤
農
業
用
施
設
の

耐
震
化
等
の
防
災
・
減
災

対
策
、
⑥
担
い
手
へ
の
支

援
、
⑦
鳥
獣
被
害
対
策
、

⑧
地
産
地
消
と
食
農
教
育

の
推
進
、
⑨
農
業
委
員
会

組
織
の
体
制
強
化
の
９
項

目
か
ら
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
、
①
か
ら
⑥
の

項
目
の
施
策
に
つ
い
て
実

現
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

国
・
大
阪
府
へ
積
極
的
に

働
き
か
け
る
こ
と
を
求
め

て
い
る
。

（
浅
井
）

１. 農業でかっこよくはたらこう! 
【しごと】

－「重要な産業」としての
大阪農業の人材育成と経営強化－

（１）農業ビジネスマインドを持つ
農業者の育成

（２）農業を新たな「仕事」にでき
る機会の拡大

（３）省力生産・高付加価値化のた
めの革新的農業技術の開発導
入

（４）大阪産（もん）の全国ブラン
ドとしての流通や海外販売

（５）高収益型農業を実現する農地
利用の促進

３. 農空間をみんなで愉しく活かそう!
【地域】

　－大阪農空間の
多様な機能の発揮促進－　

（１）「農」を活かした地域づく
りの推進

（２）みんなで農空間を活かし、
愉しむ取組の推進

２. 大阪産（もん）をおいしく食べよう!
【くらし】

－大阪産（もん）の
生産振興と発信・流通の拡充－

（１）農産物直売所などの府民に
身近な地産地消の拠点の充
実

（２）府民が大阪産（もん）を選
び、買い、食べる機会の充
実

（３）身近で高品質な大阪産（も
ん）の安定生産

（４）大阪産（もん）の安定生産
のための基盤確保

竹中市長（右）に意見書を手交する中野会長（左）

  

都
市
農
業
の
継
続
的
発
展
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  　
　

泉
南
市
農
委

新たなおおさか農政アクションプラン（案）



特別賞
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おおさか No-1（のうわん）
グランプリ

おおさか No-1（のうわん）
グランプリ

　１月28日、大阪市内・グランフロント大阪で、若手農業者を対象とした農業経営強化プランのコンテスト
「おおさかNo－1グランプリ　ファイナル」が開かれた。昨年11月から募集し、20人の中から二次選考を通過した上位
８人の若手農業者が会場で自らのプランを披露した。審査の結果、グランプリに輝いた奥野成樹氏には、実現のための
資金として２００万円、準グランプリに輝いた木下健司氏には同じく１００万円、中井優紀氏、大介氏には特別賞が贈ら
れた。いずれも消費者目線の内容が盛り込まれており、大消費地を抱える「大阪らしさ」の現れたプランであった。

耕作放棄地を使った
  ぶどう園でのオーナー制度

柏原市・奥野  成樹さん

大阪初！
ミニトマト観光農園と地域への波及

岸和田市・木下  健司さん

　遊休農地を使った醸造用ぶどう園でのオーナー制度を導入し、その樹でとれる
ぶどうからワインに加工する。こうした取り組みにより、それ自体で収益を確保
するとともに、都市近郊という利点を活かして、農業体験をはじめとした様々な
イベントも行い、生食用ぶどうの販売にも相乗効果を出す。

　品質の安定したミニトマトによる観光農園を実施することで、地域の農家（特
に果樹農家）に対しても観光農園化の推進を図る。地域全体での観光農園化を進
め、当農園単体の観光ではなく、各種の野菜、果樹についても体験できるように
地域でのＰＲを行う。

大阪生まれの大阪育ち
「彩誉人参」産地化
プロジェクト

岸和田市・花野 眞典さん

　大阪の種苗会社が岸和田の農場で開発した濃厚な
甘さが特長の人参「彩誉（あやほまれ）」の産地化
を図り、次世代の若手農業者として地域農業に新し
い動きを起こしたい。栽培面積の拡大だけでなく、
最新の収穫・選果機の導入により大規模化にも挑戦
する。

農業生産現場への
ＩｏＴ導入
地元野菜購入の
きっかけ作り

阪南市・草竹 茂樹さん

　現在の農業生産現場では、農業就業人口の減少が
進んでいる。このため、各経営体の生産効率性の向
上を目的に、農業へのＩｏＴ（モノのインターネッ
ト化）の導入、浸透をめざす。また、地元野菜の購
入のきっかけ作りとして「ぬか漬けキット」のよう
な商品の販売推進も図る。

都市農業の
モデルケースを作る
～生産者と消費者を融合
　 させるコミュニティづくり～

富田林市・浅岡 弘二さん

　自らの農園を地域の交流拠点となるような場所と
して展開し、生産者と消費者の両方が積極的に参画
できる地域コミュニティづくりをめざす。また、こ
のような取り組みを都市農業振興のモデルケースと
し、波及させることで大阪農業全体の活性化をめざ
していく。

独りじゃ活きられへん
みんなで活かす
プロジェクト

茨木市・中井 優紀さん
中井 大介さん

　なにわの伝統野菜「三島独活（うど）」の復興を
図る。生産拡大に向けて安定した生産体制を確立す
るとともに、生産や魅力発信に顧客を巻き込み、
「独活を支える同士」としての関係を築く。こうし
た取り組みを通じて、農が暮らしの中に当たり前に
存在する世の中をめざす。

現役プロ農家が
あなたのお庭に
  畑をつくります

羽曳野市・浦田 大志さん

　昨今、趣味として農業を始めたい、安全安心な食べ
物を求める健康志向などから家庭菜園や体験農園が人
気となっている。しかし、体力、時間等の問題で実現
できていない者も多いと考えられるため、現役農家が
自宅等まで出向いて農業を始めるまでの環境を整える
というサービスをビジネスとして展開する。

農業体験で
大阪産イチジクＰＲ
モノ＋コト提供で
リピーターを

羽曳野市・藤井 貫司さん

　本当に美味しいイチジクの味を知らず苦手意識を
持っている者は多い。一方で、当園で実際にイチジ
クを味わった消費者のリピーター率は高い。そこで、
イチジクの収穫体験という「モノ＋コト」を提供し、
完熟イチジク本来の美味しさ、更には都市で展開さ
れる農業の魅力を知ってもらう。

グランプリ

準グランプリ

夢 実 現 に 一 歩 前 進



　

大
阪
府
水
田
農
業
推
進
協
議
会
は

２
月
９
日
に
総
会
を
開
き
、
平
成
29

年
産
米
生
産
数
量
目
標
の
市
町
村
配

分
を
決
定
し
た
。

　

市
町
村
別
生
産
数
量
目
標
の
配
分

に
つ
い
て
は
、
28

年
産
水
稲
作
付
面

積
を
ベ
ー
ス
と

し
、
生
産
数
量
目

標
の
配
分
が
平
成
29
年
産
限
り
で
廃

止
に
な
る
こ
と
、
及
び
農
業
者
戸
別

所
得
補
償
が
始
ま
っ
た
平
成
22
年
産

か
ら
の
継
続
性
を
考
慮
し
農
業
者
の

経
営
判
断
を
尊
重
し
た
。

　

ま
た
、
国
が
示
す
自
主
的
取
組
参

考
値（
注
）は
採
用
せ
ず
、
よ
り
多
く

の
水
稲
作
付
が
可
能
と
な
る
生
産
数

量
目
標
の
み
を
配
分
し
た
。

（
注
）自
主
的
取
組
参
考
値―

生
産
年
の
次

年
度
６
月
末
民
間
在
庫
量
が
近
年
で
は
低

位
の
水
準
に
な
る
も
の
と
し
て
算
定
さ
れ

た
従
来
の
目
標
値
よ
り
小
さ
い
値
。（

浅
井
）

　

大
阪
府
農
業
経

営
者
会
議
（
松
下

長
史
会
長
）
は
２

月
14
日
、
大
阪
市

内
・
パ
ル
法
円
坂

で
第
46
回
総
会
を

開
い
た
。「
平
成

28
年
度
事
業
実
績

報
告
並
び
に
収
支

決
算
承
認
の
件
」、

「
平
成
29
年
度
事

業
計
画
並
び
に
収

支
予
算
設
定
承
認

の
件
」
な
ど
４
議

案
を
承
認
し
た
。

　

役
員
改
選
で
は
、
会
長
に
松
下
長

史
氏
（
泉
南
市
）
を
再
任
。
副
会
長

に
中
筋
秀
樹
氏
（
富
田
林
市
）、
稲

田
元
正
氏
（
松
原
市
）。
監
事
に
井

関
義
次
氏
（
池
田
市
）、
門
林
秀
昭

氏
（
河
内
長
野
市
）
が
そ
れ
ぞ
れ
就

任
し
た
。

　

報
告
事
項
で
は
、
大
阪
府
環
境
農

林
水
産
部
流
通
対
策
室
が
、
水
ナ
ス

に
続
く
第
２
の
作
目
と
し
て
大
阪
産

農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
め
ざ
す
取

り
組
み
（
１
面
に
関
連
記
事
）
に
つ

い
て
、
農
業
者
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
進
め
て
い
き
た
い
と
報
告
し
た
。

　

総
会
終
了
後
に
は
、
大
阪
府
農
業

会
議
、
大
阪
府
担
い
手
育
成
総
合
支

援
協
議
会
、
大
阪
府
信
用
農
業
協
同

組
合
連
合
会
と
の
共
催
で
、
中
央
研

究
会
を
開
き
、
コ
ー
ネ
ル
大
学
Ｒ
Ｍ

Ｐ
ジ
ャ
パ
ン
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ

レ
ク
タ
ー
を
務
め
る
大
塚
明
氏
が

「
流
通
業
界
の
現
状
と
農
業
経
営
に

期
待
す
る
こ
と
」
と
題
し
て
講
演
し

た
（
講
演
要
旨
は
４
月
号
掲
載
予

定
）。　
　
　
　
　
　
　
　

 

（
沼
田
）

　

第
23
回
「
農
業
委
員
会
だ
よ
り
」

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
大
阪
府
代
表
と

し
て
推
薦
し
た
河
内
長
野
市
農
業
委

員
会
（
大
江
禧
昭
会
長
）
の
「
あ
ぐ

り
ん
」
が
、「
全
国
農
業
新
聞
賞
」

を
受
賞
し
た
。

　

全
国
コ
ン
ク
ー
ル
へ
の
推
薦
に
あ

た
っ
て
、
大
阪
府
農
業
会
議
で
募
集

し
た
結
果
、
高
槻
、
泉
南
、
富
田

林
、
河
内
長
野
、
寝
屋
川
、
堺
の
６

市
か
ら
、
応
募
が
あ
っ
た
。

　

農
業
会
議
で
行
っ
た
選
考
で
は
、

「
増
刊
号
が
あ
り
、
写
真
や
イ
ラ
ス

ト
を
効
果
的
に
使
い
と
て
も
見
や
す

い
」
、「
地
区
内
の
話
題
を
第
１
面
に

掲
載
し
、
読
み
た
く
な
る
広
報
誌
を

目
ざ
し
て
い
る
」
な
ど
と
い
っ
た
点

が
選
考
委
員
か
ら
高
く
評
価
さ
れ

た
。

（
浅
井
）

第 7 7 5 号 （6）2017年（平成29年）3月1日

　

農
委
だ
よ
り
全
国
コ
ン
ク
ー
ル

　
　
　
　

 

河
内
長
野
市
「
あ
ぐ
り
ん
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

全
農
新
聞
賞
受
賞

 
29
年
産
米
生
産
数
量
目
標

　

昨
年
比
２
８
０
㌧
減
の
２
万
５
６
６
１
㌧

会長に松下長史氏を再任
　　　　　経営者会議第46回総会

平成29年産米にかかる
市町村別生産数量目標

大 阪 市
堺 市
岸 和 田 市
豊 中 市
池 田 市
吹 田 市
泉 大 津 市
高 槻 市
貝 塚 市
守 口 市
枚 方 市
茨 木 市
八 尾 市
泉 佐 野 市
富 田 林 市
寝 屋 川 市
河内長野市
松 原 市
大 東 市
和 泉 市
箕 面 市
柏 原 市
羽 曳 野 市
門 真 市
摂 津 市
高 石 市
藤 井 寺 市
東 大 阪 市
泉 南 市
四 條 畷 市
交 野 市
大阪狭山市
阪 南 市
島 本 町
豊 能 町
能 勢 町
忠 岡 町
熊 取 町
田 尻 町
岬 町
太 子 町
河 南 町
千早赤阪村
府 合 計

市 町 村市 町 村
数 量
(トン)

H29年産米の生産数量目標・面積換算値
（作付面積99％・エコ・大阪版各0.5％）

面積換算値
（ａ）

378.7
2,423.5
745.1
239.9
64.5
210.2
74.0

1,676.8
634.8
118.7

1,543.6
1,752.9
751.7

1,518.6
1,139.3
687.8
743.1
458.3
218.0
937.7
414.9
85.9
549.7
230.7
213.6
103.5
137.1
551.7
777.1
299.8
446.1
335.9
410.2
110.5
588.6

2,215.8
56.3
375.6
85.6
131.7
222.5
738.8
262.2

25,661.0

7,776.2
48,470.0
14,931.9
4,926.1
1,319.0
4,316.2
1,491.9
33,738.4
12,824.2
2,437.4
30,996.0
35,412.1
15,247.5
30,928.7
22,786.0
14,008.1
15,321.6
9,202.8
4,458.1
18,943.4
8,432.9
1,771.1
10,994.0
4,737.2
4,386.0
2,086.7
2,764.1
11,259.2
15,891.6
6,093.5
9,067.1
6,758.6
8,371.4
2,236.8
12,061.5
44,583.5
1,135.1
7,634.1
1,750.5
2,704.3
4,513.2
14,925.3
5,351.0

519,044.3



第 7 7 5 号（7）2017年（平成29年）3月1日

　

２
月
９
日
、
泉
北
地
区
農
業
委
員

会
連
合
会
（
会
長
・
北
島
政
夫
泉
大

津
市
農
委
会
長
）
は
、
兵
庫
県
三
木

市
の
㈲
み
ず
ほ
協
同
農
園
で
研
修
会

を
開
い
た
。

　

み
ず
ほ
協
同
農
園
は
、
生
産
し
た

農
産
物
の
全
量
を
生
活
協
同
組
合

コ
ー
プ
こ
う
べ
に
出
荷
。
コ
ー
プ
こ

う
べ
か
ら
排
出
さ
れ
る
野
菜
残
渣
な

ど
を
回
収
・
堆
肥
化
し
、
農
園
の
土

づ
く
り
に
再
利
用
す
る
と
い
っ
た
資

源
循
環
型
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い

る
。
さ
ら
に
は
、
種
ま
き
、
管
理
、

収
穫
ま
で
一
貫
し
た
農
作
業
を
実
習

し
な
が
ら
学
ぶ
年
間
10
回
連
続
し
た

「
初
め
て
の
菜
園
づ
く
り
講
座
」
を

開
設
し
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
家
庭
菜

園
な
ど
野
菜
づ
く
り
を
始
め
よ
う
と

す
る
人
に
農
業
と
触
れ
合
う
機
会
を

提
供
し
て
い
る
。

　

当
日
は
51
名
が
研
修
会
に
参
加

し
、
熱
心
に
講
義
を
受
け
る
と
と
も

に
、
そ
の
後
の
施
設
見
学
に
お
い
て

も
、
農
園
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

様
々
な
質
問
を
す
る
な
ど
と
い
っ
た

姿
も
見
ら
れ
た
。（
泉
大
津
市
農
業

委
員
会
・
泉
北
地
区
農
業
委
員
会
連

合
会
事
務
局
提
供
）

　

大
阪
府
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協

議
会
（
会
長
・
中
谷
清
大
阪
府
農
業

会
議
会
長
）
は
２
月
９
日
、
大
阪
市

内
で
第
20
回
総
会
を
開
い
た
。

　

総
会
で
は
、
29
年
度
担
い
手
育
成

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
設
定
及

び
29
年
度
事
業
計
画
並
び
に
収
支
予

算
の
設
定
に
つ
い
て
審
議
を
行
い
、

い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
決
定
し

た
。

　

29
年
度
事
業
で
は
、
担
い
手
の
育

成
対
策
と
し
て
、
就
農
を
目
指
す
者

が
先
進
農
家
の
も
と
で
農
業
の
ノ
ウ

ハ
ウ
を
学
ぶ
大
阪
型
イ
ン
タ
ー
シ
ッ

プ
や
、
農
業
の
事
業
継
承
の
仕
組
み

に
つ
い
て
調
査
・
Ｐ
Ｒ
を
行
う
取
り

組
み
を
実
施
す
る
。

（
浅
井
）

　

大
阪
府
農
業
会
議
は
２
月
17
日
、

Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大
阪
信
連
事
務
セ
ン

タ
ー
で
第
６
回
理
事
会
を
開
い
た
。

　

第
１
号
議
案
で
は
、
業
務
調
整
積

立
金
取
扱
規
程
制
定
に
つ
い
て
承
認

さ
れ
、
農
業
会
議
周
年
事
業
等
の
実

施
を
目
的
と
し
た
積
立
金
に
つ
い
て

の
取
り
扱
い
を
定
め
た
。

　

第
２
号
議
案
で
は
、
３
月
17
日
開

催
の
第
１
３
８
回
総
会
の
附
議
事
項

が
決
定
さ
れ
た
。
平
成
29
年
度
の
事

業
計
画
や
収
支
予
算
の
ほ
か
、
昨
年

よ
り
検
討
を
重
ね
て
き
た
役
員
の
任

期
や
選
任
に
関
す
る
申
し
合
わ
せ
決

議
を
上
程
す
る
。

　

報
告
事
項
で
は
、
２
月
６
日
に
会

長
専
決
で
決
定
し
、
内
閣
総
理
大
臣

等
に
提
出
し
た
「
都
市
緑
地
法
等
の

一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

の
意
見
」
な
ど
に
つ
い
て
説
明
し

た
。

（
北
川
）

　

島
本
町
農
業
委
員
会
（
大
西
義
雄

会
長
）
は
２
月
13
日
、
同
町
役
場
で

農
業
委
員
研
修
会
を
開
い
た
。

　

農
業
会
議
事
務
局
か
ら
は
北
川
次

長
兼
総
務
課
長
が
出
席
し
、
改
正
農

委
法
に
基
づ
く
新
体
制
移
行
後
の
農

業
委
員
会
活
動
に
つ
い
て
報
告
し

た
。

　

大
阪
府
農
業
会
議
は
２
月
17

日
、
大
阪
市
内
・
Ｊ
Ａ
バ
ン
ク
大

阪
信
連
事
務
セ
ン
タ
ー
で
第
11
回

常
設
審
議
委
員
会
を
開
い
た
。

　

第
１
号
議
案
の
農
地
法
第
４
条

及
び
第
５
条
の
規
定
に
基
づ
く
意

見
聴
取
に
回
答
す
る
件
（
高
槻

市
、
能
勢
町
、
和
泉
市
、
貝
塚

市
、
泉
佐
野
市
、
堺
市
、
河
南

町
、
富
田
林
市
、
松
原
市
、
大
阪

狭
山
市
、
八
尾
市
、
枚
方
市
、
四

條
畷
市
農
業
委
員
会
会
長
）
に
つ

い
て
は
、
19
件
（
１
万
１
４
８
１

平
方
㍍
）
を
許
可
や
む
を
得
な
い

と
認
め
る
旨
、
回
答
す
る
こ
と
を

議
決
し
た
。

　

ま
た
、「
都
市
緑
地
法
等
の
一

部
を
改
正
す
る
法
律
案
に
つ
い
て

の
意
見
」
及
び
第
１
３
８
回
総
会

の
開
催
に
つ
い
て
報
告
し
た
。

　

回
答
の
内
容
は
次
の
と
お
り
。

【
第
１
号
議
案
】

　
　
　

件
数 　
面
積
（
平
方
㍍
）

第
４
条　

４　
　
　

 　
１
４
１
０

第
５
条　

15　
　

 

１
万　
　

７
１

合　

計　

19　
　

 

１
万
１
４
８
１

（
農
地
区
分
別
件
数
は
、
３
種
農

地
９
件
、
２
種
農
地
９
件
、
１
種

農
地
１
件
）

第
11
回
常
設
審
議
委
員
会

  

島
本
町
で
委
員
研
修

 

29
年
度
事
業
計
画
等
を
決
定

　
　
　
　

府
担
い
手
協
総
会
開
く

　

全
国
農
業
図
書
案
内

◇
改
訂 

新
・
日
本
農
業
の
実
際
知
識

―

希
望
も
て
る
日
本
農
業―

・
初
版

か
ら
12
年
。
新
し
い
デ
ー
タ
を
更
新

追
加
（
28―

42
、
１
０
０
０
円
、
新

書
判
２
１
４
頁
）

◇
29
年
度
版
経
営
所
得
安
定
対
策
と

米
政
策
・
ゲ
タ
、
ナ
ラ
シ
対
策
、
水

田
フ
ル
活
用
対
策
の
仕
組
み
と
メ
リ

ッ
ト
を
紹
介
（
28―

41
、
１
０
５

円
、
Ａ
４
判
16
頁
）

　

臨
時
総
会
提
出
議
案
な
ど
審
議

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

第
６
回
理
事
会

　

資
源
循
環
型
農
業
に
つ
い
て
研
修

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

泉
北
地
区
農
業
委
員
会
連
合
会

みずほ協同農園の取り組みについて研修を受ける参加者
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今
、「
自
然
・
歴
史
・
地
域

を
巡
る
」
こ
と
を
目
的
と
し

た
、
山
々
と
村
々
を
踏
破
す
る

ト
レ
イ
ル
が
盛
ん
に
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
近
畿
で
も
、
代
表
的

な
も
の
と
し
て
、
ダ
イ
ヤ
モ
ン

ド
ト
レ
イ
ル
、
高
島
ト
レ
イ

ル
、
京
都
一
周
ト
レ
イ
ル
等
が

整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
山
好
き
の
仲
間
３
名

と
一
緒
に
、
京
都
一
周
ト
レ
イ

ル
を
歩
く
こ
と
に
し
、
昨
年
11

月
の
末
に
、
第
一
回
目
と
し

て
、
比
叡
山
か
ら
鞍
馬
寺
ま

で
、
途
中
大
原
の
民
宿
に
一
泊

し
て
歩
い
て
き
ま
し
た
。
残
念

な
が
ら
、
２
日
目
は
朝
か
ら
雨

に
な
っ
た
た
め
、
最
初
に
予
定

し
て
い
た
上
賀
茂
神
社
ま
で
の

行
程
は
あ
き
ら
め
て
、
鞍
馬
寺

ま
で
と
し
ま
し
た
が
、
す
ば
ら

し
い
里
山
の
自
然
と
、
ほ
っ
こ

り
味
噌
鍋
と
京
都
の
地
酒
を
満

喫
で
き
ま
し
た
。

　

京
都
一
周
ト
レ
イ
ル
は
、
伏

見
稲
荷
を
出
発
点
に
、
東
山
・

比
叡
山
を
経
て
大
原
・
鞍
馬

へ
。
さ
ら
に
、
西
賀
茂
か
ら
高

雄
・
清
滝
を
経
て
嵐
山
・
苔
寺

を
終
着
点
と
す
る
も
の
で
、
京

都
市
街
を
取
り
囲
む
山
々
を
中

心
に
、
全
長
約
80
㌔
あ
り
、
歴

史
や
文
化
も
楽
し
み
な
が
ら
歩

く
こ
と
が
で
き
る
、
本
格
的
な

里
山
ト
レ
イ
ル
と
し
て
紹
介
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

今
回
の
コ
ー
ス
だ
け
で
も
、
比
叡

山
の
千
日
回
峰
行
と
し
て
歩
か
れ
る

道
や
、北
山
杉
の
美
し
い
木
立
、大
原

の
里
、
静
原
の
里
、
鞍
馬
の
里
な
ど
、

山
林
と
田
園
と
そ
こ
で
生
活
さ
れ
て

い
る
村
々
が
織
り
な
す
、
す
ば
ら
し

い
景
観
と
文
化
が
体
感
で
き
ま
す
。

　

今
、
里
山
を
守
る
運
動
が
各
地
で

実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
京
都
ト
レ
イ

ル
も
、
京
都
山
岳
会
と
地
元
の
人
々

が
協
力
し
て
、
そ
の
整
備
と
維
持
が

図
ら
れ
て
お
り
、
私
有
林
や
私
有
地

の
中
を
歩
く
道
な
ど
、
そ
の
配
慮
が

各
所
で
感
じ
ら
れ
ま
す
。

　

我
々
日
本
人
の
原
風
景
で
あ
る
、

田
ん
ぼ
や
小
川
、
原
っ
ぱ
、
う
ら
山

な
ど
、
ま
た
草
花
や
鳥
、
昆
虫
な
ど

四
季
を
彩
り
、
心
の
ゆ
た
か
さ
や
文

化
を
育
ん
だ
里
山
が
、
今
、
全
国
各

地
で
荒
れ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
結
果
、
決
し
て
ス
ピ
ー
ド

感
は
な
い
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

長
い
年
月
を
か
け
て
里
山
が
育
ん
で

き
た
落
ち
着
き
と
、
抱
擁
感
に
満
ち

た
自
然
や
暮
ら
し
や
文
化
が
急
速
に

後
退
し
て
い
る
よ
う

に
感
じ
ま
す
。

地
方
創
生
を
掲
げ
な

が
ら
、
不
採
算
と
い

う
理
由
で
、
北
海
道

で
は
Ｊ
Ｒ
の
１
２
０

０
㌔
の
廃
線
計
画
が

進
ん
で
い
る
と
聞
き

ま
す
。
ま
た
、
他
の

県
に
お
い
て
も
、
地

域
の
廃
線
の
ニ
ュ
ー
ス
が
い
く
た
び

も
報
道
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
う
し

て
、
限
界
集
落
が
生
ま
れ
、
地
域
の

疲
弊
が
拡
が
っ
て
い
く
よ
う
に
思
わ

れ
ま
す
。

　

そ
の
反
面
、
都
市
部
で
は
、
東

京
、
大
阪
間
を
１
時
間
７
分
で
結
ぼ

う
と
す
る
、
リ
ニ
ア
線
が
総
事
業
費

９
兆
円
を
か
け
て
着
工
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
新
幹
線
の
ぞ
み
の
２
時

間
30
分
で
十
分
、
利
便
性
は
充
足
さ

れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
て
な
り
ま
せ

ん
が
、
私
だ
け
で
し
ょ
う
か
。

　
「
せ
ま
い
日
本
そ
ん
な
に
急
い
で

ど
こ
へ
行
く
」、「
ゆ
っ
く
り
歩
こ
う

手
を
繋
い
で
」
京
都
の
里
山
を
歩
き

な
が
ら
、
そ
ん
な
思
い
に
か
ら
れ
、

こ
の
大
切
な
多
面
性
に
満
ち
た
自
然

と
、
文
化
を
次
世
代
に
引
き
継
い
で

い
く
責
任
を
あ
ら
た
め
て
思
い
直

す
、
京
都
ト
レ
イ
ル
で
し
た
。

　

ま
た
、
大
阪
で
は
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

ト
レ
イ
ル
と
い
う
、
近
畿
を
代
表
す

る
里
山
ト
レ
イ
ル
が
整
備
さ
れ
て
い

ま
す
。
奈
良
県
の
香
芝
市
を
起
点
に

二
上
山
、
葛
城
山
、
金
剛
山
、
岩
湧

山
、
奥
河
内
く
ろ
ま
ろ
の
郷
、
槇
尾

山
を
結
ん
で
い
ま
す
。

　

京
都
ト
レ
イ
ル
の
次
は
是
非
、
こ

れ
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
よ
う
と
思
っ
て

い
ま
す
。

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

◇
筆
者
の
紹
介
（
む
ら
ま
つ　

き
よ

お
）

　

昭
和
51
年
、
大
阪
府
信
用
農
業
協

同
組
合
連
合
会
に
入
会
。
平
成
15
年

よ
り
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
バ
ン
キ
ン
グ
部

長
・
資
金
証
券
部
長
、
総
務
部
長
等

を
経
て
、
21
年
に
常
務
理
事
。
26
年

７
月
よ
り
大
阪
府
農
業
信
用
基
金
協

会
専
務
。

　

京
都
一
周
ト
レ
イ
ル
と
里
山

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
阪
府
農
業
信
用
基
金
協
会

専
務
理
事　

村
松　

清
雄

ブ
ー
ス
に
は
39
人
が
就
農
相
談

   ｢

新・農
業
人
フ
ェ
ア｣ 

大
阪
で
開
催

　
「
新
・
農
業
人
フ
ェ
ア
」
が
１
月

28
日
、
大
阪
市
内
で
開
か
れ
た
。
当

日
の
フ
ェ
ア
全
体
の
来
場
者
数
は
、

７
７
７
人
。
前
回
（
６
月
４
日
開

催
）
の
５
６
５
人
よ
り
２
１
２
人

（
37
・
５
％
）
増
加
し
た
。

　
「
大
阪
府
新
規
就
農
相
談
セ
ン

タ
ー
」
の
ブ
ー
ス
に
は
、
39
人
（
前

回
45
人
）
の
相
談
者
が
訪
れ
た
。
相

談
者
の
男
女
別
は
、
男
性
が
29
人
、

女
性
が
10
人
、
年
代
別
で
は
、
40
歳

代
が
11
人
、
30
歳
代
が
６
人
、
20
歳

代
が
12
人
、
そ
の
他
の
年
代
が
10
人

で
あ
っ
た
。
20
歳
か
ら
40
歳
代
が
、

約
７
割
を
占
め
る
。
ま
た
、
職
業
別

は
、
会
社
員
が
15
人
、
定
ま
っ
た
職

に
就
い
て
い
な
い
人
が
８
人
、
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
が
６
人
、
学
生
が

７
人
、
そ
の
他
３
人
で
あ
っ
た
。

（
浅
井
）

【
お
知
ら
せ
】

　

大
阪
府
農
業
会
議

　
　
　

第
１
３
８
回
臨
時
総
会  

◇
日
時　

３
月
17
日
（
金
）

午
後
２
時
30
分
（
第
12
回
常
設
審

議
委
員
会
終
了
後
）

◇
場
所　

大
阪
市
内
・
シ
テ
ィ
プ
ラ

ザ
大
阪

◇
議
案　

平
成
29
年
度
事
業
計
画
、

収
支
予
算
設
定
他


